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２０２４年１月２１日  ＮＯ.２２ 

新年早々、日本では恐れや不安が襲うような災害

と事故が起こりました。被災された方々の慰めと癒

しを心から祈るばかりです。そのような中で、被災

後、かなりの時間が経過した中でも救出された方が

おられるというニュースに心が躍り、励まされる思

いがしました。また、航空機の衝突炎上事故では、

海上保安庁の機内におられた職員が亡くなったこ

とは痛ましいものでしたが、旅客機の乗客・乗員す

べてが脱出できたというニュースに驚きを覚えま

す。客室乗務員の適切で迅速な判断もさることなが

ら、「ひとりの命も犠牲にさせない」との目標によっ

てなされている日頃の訓練が活かされた結果なの

だと思います。多くの人たちの命が失われた災害・

事故でしたが、こうして懸命な救出作業によって助

け出されるひとつひとつの命に勇気と希望をいた

だく思いです。 

その一方で、私たちは今なお続くウクライナでの

戦争やパレスティナへの攻撃によって、多くの命が

失われていくニュースに触れています。ミャンマー

でのクーデターからも、まもなく３年が経過しよう

としています。救出される命も、殺されていく命も、

いずれも「人間の業」によって起こされています。

今、私たちはこうした命に対する向き合い方につい

て、大きな問いにさらされていると言えます。 

ウクライナ侵攻やパレスティナ問題は、その歴史

に触れていくと、実に複雑で様々な事情があること

に気づかされます。それゆえ、受け止め方も様々で、

新たな分断をも引き起こしています。特に聖書にお

ける神の民・イスラエルと現代のイスラエルの捉え

方を巡っては、キリスト教会の中でも受け止め方が

二分化しつつあります。 

私たち靖国委員会では、それぞれの立場や背景、

さらにそこに生じる主張が異なっているとしても、

それらが暴力を正当化するものとなってはならな

いと考えています。そこで、１月３０日（火）に「す

べての暴力に反対する祈り会」を計画しました。あ

まりに複雑な事情の中で起きている戦争・紛争のた

め、関心を寄せることさえあきらめてしまいそうに

なります。けれども、私たちは目の前で起こってい

る暴力に対して、またそこで命が失われていく現実

に対して、悲しみと怒りを覚えつつ、祈りを合わせ

ていきたいと考えています。安易に「解決策」など

見つかるものではありませんが、だからこそ、私た

ちは祈ることを通して、これらの出来事に向き合い、

あきらめない姿勢を持ち続けていきたいと願うの

です。 

 オンラインでの祈

祷会です。ぜひご参加

ください。一緒に祈り

を合わせていきましょ

う。そして、イエス・

キリストが示してくだ

さった神の国を望み見

つつ、あらゆる暴力が

否定され、すべての命が尊ばれる世界を願い求めて

いきたいと願っています。 

Zoomミーティング ID 863 6570 0010 
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■「ヤスクニ委員会」開会礼拝メッセージ 
  2023年11月27日 

 天皇制の問題は、残念ながら教会員には遠くなか

なか響かない。ところが、そこに莫大な税金がつぎ

込まれている話になると、途端に怒りあらわに問題

意識を示される。多くの人々は（特に若い世代）、

日々の暮らしのことで精一杯で、世の中の体制まで

に気を配る余裕がない。前回の委員会でこのような

話題が上がった。委員会の後、私はふと考えた。イ

スラエルの民は、本当にエジプトを脱出したかった

のだろうか。人々は、ファラオの支配から逃れたい

と考えていたのだろうか、と。 

 

 出エジプト記1章11～14節。「エジプト人はそこ

で、イスラエルの人々の上に強制労働の監督を置き、

重労働を貸して虐待した。（中略）イスラエルの人々

を酷使し、 粘土こね、れんが焼き、あらゆる農作業

などの重労働によって彼らの生活を脅かした。彼ら

が従事した労働はいずれも過酷を極めた。」それか

ら少し飛んで 2 章 23 節。「それから長い年月がた

ち、エジプト王は死んだ。その間イスラエルの人々

は労働のゆえにうめき、叫んだ。労働のゆえに助け

を求める民の叫び声は神に届いた」。やはり、神に届

いた叫びとは、労働ゆえのものであり、決してエジ

プト（ファラオの支配）からの脱出の要求ではなか

った。働いても働いても終わることのない仕事に疲

労困憊していた民は目の前のことで精一杯で、苦し

みの根源であるファラオのことなど考える余地が

なかったのである。 

  

 生活を脅かすほどの過酷な重労働。これは今の私

たちとすっぽり重なる。特にコロナ以降、派遣社員

は一つの仕事では生活ができず、アルバイトを夜昼、

週日と土日の掛け持ちすることを余儀なくされて

いる。運良く正社員になれても、やはり朝から夜遅

くまで休みなしで仕事をしている方がほとんど。ま

た、教師は男女に関わらず、子どもの寝顔を見るだ

けが精一杯だと聞く。これらはメディアの情報では

なく、私が教会の中で見聞きしている現実である。 

 

 忙しいのは大人だけではない。幼い時分から塾に

通い、やっと希望の進学校に入学できても、合格発

表と同時に大量の宿題に頭を抱え、「ああ、宿題が～」

が口癖になっている。部活をすればさらに時間が削

られる。結局、試験の前夜まで宿題に追われ、こな

せない自分を責めている。これでは学ぶ喜びはおろ

か、精神さえ蝕まれる。唯一の憩いはダブレット動

画であるが、これまた彼らの時間を蝕む大敵なのだ。 

 

当然、世の中や政治になど目を向ける余裕もない。

というより、そもそもそのような意識を育てる教育

がなされていない（学校にもよるであろうが）。その

上、テレビも新聞も止め

ている家庭がほとんど。

忙しい日々に追われる親

たちも同じなのだ。自分

たちにせせこましい生活

を強いている「何か」にな

ど、考えるに及ばないの

である。 

 

 さて、今またイスラエルと武装組織ハマスの衝突

で多くの人々が犠牲になっている。2008 年～2009

年にもイスラエル軍はガザ地区に大規模な空爆や

地上侵攻を仕掛け、300 人を超える子どもを含む、

1300 人以上の市民が犠牲になった。この時期に村

上春樹は、「社会における個人の自由」を作品で表現

し広める作家に送られるイスラエルの文学賞であ

る「エルサレム賞」を受賞した。その時の村上のス

ピーチが今再び脚光を浴びている。「受賞を受ける

ことは、イスラエルの武力行使を支持することにな

らないか」、迷いつつも村上は、現地に行って、見て、

そしてそこから一つのメッセージを語ることを選

んだと言う。彼は、「壁と卵」と比喩を用いて以下の

ように語った。（以下、スピーチの一部の要約） 

 「高く強固な壁とそれに打ち砕かれる卵があるな

ら、私は常に卵の側に立つ」を、私は常に心に刻ん

「出エジプト」 
 宮西千晴（委員／富士吉田バプテスト教会牧師） 
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で小説を書いている。この比喩は単純には、爆撃機

や戦車、ロケットなどが「強固な壁」で、押し潰さ

れ、焼かれ、撃たれる市民「卵」とも言える。しか

し、もっと深い意味では、攻撃する者も受ける者も

皆、多かれ少なかれ「卵」である。私たちは、壊れ

やすい殻に閉じ込められたユニークででかけがえ

のない魂なのだ。そして、程度の差はあれ、私たち

それぞれが大きな壁に直面している。その壁とは

「体制（システム）」である。体制は本来私たちを守

るためのものであるが、時に一人歩きして私たちを

殺し始め、私たちに人を殺すように仕向ける。 

 私たちは皆、国籍や人種、宗教を超えた個々の人

間。体制と呼ばれる強固な壁に向かい合う、壊れや

すい卵である私たちには、どう見ても勝ち目はない。

しかし、私たちがそれぞれお互いの魂がかけがえの

なさを信じ、魂を寄せ合わせることができるなら、

私たちには勝つ希望がある。体制にはそのような魂

がないからだ。体制に私た

ちを搾取させてはならな

い。体制に一人歩きさせて

はならない。体制が私たち

を作ったのではなく。私た

ちが体制を作ったのであ

る。私が今イスラエルに来

て、伝えたいことはそれだ

けだ、と。 

 

 彼のスピーチにとても共感する。問題は目に見え

る壁ではなく、それら小さな壁たちを統制する強固

な壁、すなわち「体制」なのである。しかし、私た

ちはイスラエルの民と同様に、自分の生活を脅かし

苦しめている本当の正体（壁）がつかめないまま、

ただ目の前のことに翻弄されているのである。村上

が言うように、体制の壁はあまりにも強固で、卵に

勝ち目などなさそうだ。ヤスクニ委員会も、勝ち目

のない戦いに挑んでいるようなものかもしれない。

新入りの私には、まだ、委員会が目指しているもの

の、働きもまだよくわかっていない。ただ、天皇制

が私たちにとって一つの絶対的強固な壁であった

史実、いや今なおそうなり得る恐ろしい存在である

ことを知り、それを多くの方々と共有したい。そう

して、私たちを苦しめ搾取する強固な壁の正体を、

委員会内外の様々な方々と共に、アンテナを張りめ

ぐらし、探求し、向き合っていきたい。そういう仲

間を増やしていきたい。村上が言うとことの「魂を

寄せ合わせる」仲間を。 

 

 出エジプト記2:23「それから長い年月がたち、エ

ジプト王は死んだ。」は、時が満ち、神が行動を起こ

すチャンスがついに来たことを暗示していると言

う（フレットハイム）。実際、このあと場面はモーセ

の召命に移り、出エジプトの出来事が迫っている。

エジプトから虐待されていた長い年月、神はまるで

沈黙していたかのように静かだった。しかし、神は

人々のうめき・叫びをつぶさに聞いておられた。沈

黙の時は、その準備の時であったとも想像できる。

そして、ついに今、民を苦しめ続けてきた根源、す

なわち「体制」そのものから民を脱出させ、そこか

ら解放されようとしておられるのである。 

 

 来週から、イエス・キリストを待ち望むアドベン

トに入る。待降節は、出エジプトの今日の場面のよ

うに「時が満ちる」（ガラテヤ4：4）のを待つ期間、

すなわち、まるで神が沈黙しているかのような時を

追体験する時期とも言える。ゆえに、私たちは、神

が聞いておられる人々の叫び、そしてその苦しみの

根源について思い巡らしつつ、主イエスを待ち望む。

とはいえ、イエスの到来と同時に、一瞬にして世界

が平和になるわけではない。では、いつ、どのよう

にして平和は実現するのであろうか。「平和を実現

する人々は幸いである。その人たちは神の子と呼ば

れる。」とイエスは言われた（マタイ 5:9）。この言

葉は、平和を実現させる主の働きに私たちが参与す

ることを、期待しておられるようにも聞こえる。な

ぜなら、そこに幸いがあるからだ。救い主・イエス

は「平和を実現させる幸い」に私たちを招き入れら

れるのだ。そこにこそ、エジプトを脱出して入るべ

き神の国（救い）があるからである。 
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昨年9月、購読している「福島民報」の地域面に、

「平和、幸せ願う書 奉納‐福島東高校書道部 県

護国神社に‐」というタイトルの記事が載りました。

「福島市の福島東高書道部の生徒は１８日、市内の

県護国神社に世界の平和や人々の幸せを願う書を

奉納した。国連が定めた『国際平和デー』(9 月 21

日)に合わせて、書家や和文化に関わる人でつくる

団体『和プロジェクトTAISHI』が企画した「9・21

世界平和の祈り」の一環。全国の高校生が思いを込

めて書をしたため、各地の神社に奉納している。福

島東高では生徒４人が参加し、授業で学んだ平和を

願った中国の古典を抜粋した。部長の佐藤さん（２

年生）は『できるだけ多くの人が無事ですごせるよ

うに』と願いを込めた。」という内容でした。 

多くの人々は、「高校の書道部の生徒たちがこん

な風に平和を願い活動しているんだ、エライ！」と

なるのでしょう。しかしこの記事を読んで、いくつ

かの「？」が起こりました。それは、ここに登場す

る「和プロジェクトTAISHI 」って？その団体と福

島県立福島東高校のつながりは？福島民報はどう

いう意図でこの記事を載せたの？「県護国神社」っ

て表現はいいの？等々です。 

まず「和プ

ロジェクト

TAISHI」を

調べてみま

した。そのHPに、宮本辰彦代表の挨拶が記されて

います。「和プロジェクト TAISHI の和は平和、和

の精神、和の国日本を意味します。そして、TAISHI

は聖徳太子の太子、大きな志の大志、和と愛を日本

から世界へ伝えるアンバサダーの大使を意味しま

す。日本の平和思想『和の精神』を、『WA spirit』

という新たな概念（循環と調和と寛容の精神）とし

て世界へ発信するため、2014 年 11 月 29 日に立ち

上げました。その一環として 2017 年からは書家を

中心に和文化に携わる方々やアーティストの皆さ

まと共に、国内では地域活性化の活動と、国内外で

は日本の平和思想『和の精神』（WA sprit）を発信す

る平和活動を行うようになりました。」とありまし

た。その後も続く挨拶や使命、活動目的には、「世界

平和」とその実現、地球に「愛」を、「結び」、「志」、

世界が求めている「和の精神」、さらには「人口減少」、

「外国人の流入」、「戦前の価値観の提示」、「幕末志

士たちの姿」、「戦後価値観の破綻」などに言及した

言葉が続

きます。 

 

そうし

たことを

基にした実際の活動として、①「４．３TAISHI日

本の誇り、和の精神を世界へ‐十七条憲法制定の

日」、②「２．１１和の国日本 建国記念の奉祝揮毫」、

③「９．２１世界平和の祈り」などが挙げられてい

ます。①は、聖徳太子の「十七条憲法」を世界遺産

にしようする活動です。②は、伊勢神宮を始め、全

国 10 の神社へ奉納揮毫を行うものです。日本の建

国を記紀神話（古事記・日本書紀）に基づき、それ

が現天皇にも受け継がれ、天皇を国家元首と位置づ

けています。神武天皇の「建国の詔」を明記し、こ

の活動によって日本人が自国の建国の精神を自覚

するため、世界にこの建国の精神を紹介し、知って

もらうための活動としています。③は、憎しみや怒

りによるアメリカの同時テロに対抗して、愛と平和

のメッセージを各地で同時開催するプロジェクト

とあります。個人の書家と高校書道部による各地の

護国神社への奉納揮毫、その他アーティストによる

こんな形でやって来る～街のヤスクニ 
レポート：大島博幸（委員／福島主のあしあとキリスト教会牧師） 
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舞、演奏、歌唱なども行われているようです。2023

年は、広島平和公園、長崎平和公園と共に、全国49

の護国神社で奉納揮毫が行われました。そこに県

立・私立高校50校が参加しました。 

残念ながら、この団体と福島県立東高校の関係は

不明です。福島市内には、県立・私立を合わせて14

の高校がありますが、その中で県立東高校書道部と

なったのかは、これから調べてみます。 

福島民報にどうしてこの記事が掲載されたかは、

地域の高校生の活動ということもありますが、 

「9・21世界平和の祈り」へのマスコミ取材として、

３５の新聞社の中に名前がありました。ちなみに大

手新聞社の中に朝日新聞社はありませんでした。 

この福島民報記事に「県護国神社」とありました

が、この表記はどうしても福島県との公的な位置づ

けを連想させてしまうように感じます。この神社の

正式名称は、「福島縣護國神社」です。その由来とし

て、1879年10月4日に「招魂社」として造営され、

戊辰戦争に従軍した殉国者で、相馬・田村・会津の

招魂所に祀られた「御霊」と、従軍殉職者としてこ

れに祀られなかった「御霊」及び西南戦争に殉じた

管内人の「御霊」が祀られたのが始まりです。以来

「大東亜戦」に至るまで福島県人で国難に殉じた

「御霊」は合祀されているとされます。創建当時は

官祭信夫山招魂社と命名、後に指定官祭福島招魂社

と改称、1939 年内務大臣指定の官祭福島縣護國神

社となりましたが、敗戦後GHQの指令で存亡の危

機に陥り、伊勢神宮の天照大神を祀り大霊神社と改

名。その後サンフランシスコ講和条約の締結により、

1952 年 9 月大霊神社から福島縣護國神社に名称を

戻しました。現在の社殿は昭和 12 年に建てられ、

英霊 68,500 余柱が手厚く祀られています。皇室の

参拝や、天皇皇后より幣帛料・幣饌料が下賜される

など、天皇家と関係の深い神社でもあります。 

「平和」、「愛」、「幸せを願う」など、私たちの琴

線に触れる言葉を使いながら、ことさらに「日本人」

意識を強調し、本質は記紀神話に基づく天皇体制や

国家管理の神道体制へと導く意図が見えます。街の

ヤスクニは、このような形を含め、様々な形と方法

で私たちの周りに根を張り、浸透を図ろうとしてい

るのでしょう。「政教分離」とは何か、「信教の自由」

とは何か、「ヤスクニ問題」とは何かを改めて教会の

信仰の課題・宣教の課題としていかなければならな

いと感じました。イエスは主との信仰告白に共に立

ち、これからも目を凝らし、アンテナを広く広げて

様々な動きをご一緒に見極めていきたいと願いま

す。 
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■陸幕副長が靖国参拝 「時間休」取り公用車で 

 陸上自衛隊の小林弘樹陸上幕僚副長（陸将）が９日、

公用車を使って東京・九段の靖国神社を参拝していた

ことがわかった。小林氏は勤務日に「時間休」をとり、

市谷の防衛省と靖国神社を公用車で往復。靖国神社で

は、複数の陸自幹部と一緒に参拝した。 

 10日、防衛省陸上幕僚監部が明らかにした。陸幕に

よると、小林氏は9日午前に防衛省に出勤。午後に「時

間休」をとり、運転手付きの公用車で靖国神社に向か

った。現地で複数の陸自幹部らと合流し、参拝後は再

び公用車で同省での職務に戻った。この日は陸幕の事

実上の仕事始めで、参拝は「安全祈願のため」とした。

昨年も同様に参拝していたという。 

 陸幕は取材に対し、小林氏が参拝に公用車を使用し

たことについて「（能登半島地震で）災害派遣中であり、

状況の変化に応じて、速やかに職務に戻るため必要と

判断した。問題はない」とコメント。陸自幹部による

集団での靖国参拝についても「個々の信条に基づく私

的な参拝なので問題はない」とした。 

 靖国神社は戦前・戦中、軍国主義の精神的

支柱となった国家神道の中心的施設で、Ａ級

戦犯14人を合祀している。小林氏が直前ま

で公務を行い複数の幹部と参拝したことに、

軍事評論家の前田哲男氏は「参拝は公務の延長と見な

さざるを得ない。『公務ではない』という主張は世間的

にとても通用しない」と指摘。公用車の使用も「公式

参拝と捉えられてもおかしくない。政教分離から見て

も問題のある行為だ」と語った。 

（朝日新聞1・11） 

■陸上幕僚監部ナンバー２ら数十人が靖国神社参拝、

内部通達抵触か…防衛省が調査開始 

 防衛省は 11 日、陸上幕僚監部ナンバー２の小林弘

樹・幕僚副長ら数十人が9日に靖国神社を参拝してお

り、「部隊参拝を厳に慎む」などとした内部通達に抵触

する恐れがあるとして調査を始めたと発表した。 

 同省によると、小林副長は陸自の航空事故調査委員

長を務めており、9 日、時間休を取得して公用車で参

拝した。安全祈願の実施計画に基づいて行ったもので、

委員ら数十人も時間休を取って同行した。 

 同省は 1974 年、宗教活動に関して部隊参拝や参加

の強制を「厳に慎むべき」とする事務次官通達を出し

ている。          （読売新聞1・11） 

■靖国神社の参拝計画は行政文書 陸自幹部ら、組織

性調査 

 陸上自衛隊幹部ら数十人が靖国神社に集団参拝して

いた問題で、防衛省は12日、陸自の担当部署が作成し

た参拝の実施計画は行政文書だったと明らかにした。

集団参拝は組織的に計画された公務に該当する可能性

がある。同省の事務次官通達は、宗教の礼拝所を部隊

で参拝することを禁じており、計画内容や参拝実態を

詳しく調べる。 

 茂木陽報道官は12日の記者会見で、実施計画が、陸

自航空事故調査委員会による安全祈願に関するもので

「行政文書として作成され、保存されているのを確認

した」と説明。作成時期や計画内容は「今回の調査対

象であり、現段階では差し控える」とした。 

（共同通信1・12） 

■陸自幹部ら靖国参拝 組織的な行動は不適切だ 

 第二次大戦のA級戦犯が合祀されている靖国神社を

自衛官が組織的に参拝していたとすれば、不適切だと

言わざるを得ない。(略)自衛官でも、私人としての参

拝であれば問題はない。だが、1974年には、宗教施設

への部隊参拝や隊員への参加強制を「厳に慎むべきで

ある」との防衛事務次官通達が出されている。

委員会は今回、「実施計画」を作成しており、

組織的な行動だったことが強く疑われる。参加

者の一部が公用車で神社を訪れたことも確認

されている。 

 なぜ委員会のメンバーが集団で参拝したのか、同様

の行為が過去になかったのか、防衛省は徹底的に調査

しなければならない。通達に抵触する可能性があると

の認識がなかったのかも確認すべきだ。再発防止のた

め、調査結果を踏まえ厳正に対処する必要がある。(略) 

 公人による組織的参拝は、政教分離原則との整合性

が問われるだけでなく、「不戦の誓い」を政府がないが

しろにしていると見られかねない。首相や閣僚の参拝

は、近隣諸国などの強い反発を招いてきた。(略)実力

組織である自衛隊の隊員は、厳しく自らを律する必要

がある。国民、そして近隣諸国の不信を招くような行

動は厳に慎まなければならない。 

（毎日新聞・社説1・13） 

■陸自幹部靖国参拝 「誤解招く」では済まない 

 現在の自衛隊組織が過去の戦争にどう向き合ってき

たか、厳しく問われる事態だ。なぜ、このようなこと

が起きたのか、検証が求められる。（略）新木原防衛相

は 12 日の会見で、憲法が国による宗教的活動を禁じ

ていることを指摘し「誤解を招く行動は避けなければ

新聞記事から 
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ならない」と述べた。憲法の規定にも抵触する可能性

もあり、実施してはならなかった。「誤解を招く」では

済まない。防衛相の指導力も厳しく問われる。文民統

制の側面からも検証すべき問題を含んでいないか。 

 特に靖国神社は過去の戦争、アジア・太平洋地域に

対する加害・侵略行為との関係で首相、閣僚らによる

参拝の是非が議論を呼んできた施設である。日本の防

衛組織である自衛隊の幹部らが戦前の軍人らをまつる

施設を集団で訪れたことに対し、国内外から批判が上

がろう。(略) 沖縄においては、沖縄戦を戦った32軍

の首脳らを弔う黎明之塔に陸自隊員が集団で「慰霊の

日」の早朝、制服で訪れたことに強い批判の声が出た。

「軍隊は住民を守らない」という沖縄戦の教訓に照ら

しても批判は当然である。 2022年末に安全保障3文

書が閣議決定され、日本は「戦争ができる国」へと大

きく転換した。この流れの中で、陸自の集団靖国参拝

は決して軽視できない行動だ。二度と繰り返してはな

らない。      （琉球新報・社説1月13日） 

■辺野古の代執行訴訟 

 沖縄県知事になる前の翁長雄志さんが繰り返したの

は、国への深い失望だった。２０１２年のインタビュ

ーでのことだ。自民党だけでなく、当時政権にあった

民主党も、結局は沖縄に米軍基地を押しつける。「僕ら

はね、もう（心が）折れてしまったんです。本土の人

はみな一緒じゃないの、と」▼矛先は司法にも向けら

れた。かつて軍用地の使用をめぐって県が国と争い、

敗れたことがある。その訴訟が脳裏にあったのか。妻

には「裁判所は僕たちの側に立ってくれない」と、吐

露していたという▼きのうの判決を聞いて、苦悩に満

ちた晩年の翁長さんの顔が浮かんだ。遺志をついで知

事となった玉城デニー氏に、裁判所は辺野古の埋め立

てを承認するよう命じた▼国が進める施策について、

累次にわたって司法が認める。その事実は重い。重い

とはわかりつつ、ここに至るまでの２０年以上にわた

る沖縄県民の「否」を思えば、なんと冷たい政治であ

り、司法であることか▼どんなに計画が時代遅れにな

ろうと、どんなに工費がかさもうと、日米安保でいっ

たん国が決めたことには逆らえない。判決が意味する

のは、つまりそういうことだ。政府は、中国を念頭に

各地で防衛力を強化している。ことは沖縄に限るまい

▼辺野古の少し北側に小さな丘がある。そこに立てば、

軟弱地盤があるという湾が一望できる。いまはまだ深

く青い輝きは、この判決によって消えてしまうのだろ

う。沖縄の人々の胸の中で、何かが折れる音が聞こえ

る。     （朝日新聞・天声人語12月21日） 

■辺野古代執行訴訟で沖縄県敗訴 

 沖縄県名護市辺野古の新基地建設を巡り、国が玉城

デニー知事に代わって沖縄防衛局の設計変更申請を承

認する代執行に向けた訴訟の判決で、福岡高裁那覇支

部（三浦隆志裁判長）は20日、国側の主張を認め、玉

城知事に設計変更を承認するよう命じた。県側は判決

文を受け取った。承認するまでの期限は翌 21 日から

数えて土日除く3日後の、25日となった。従わなけれ

ば、国が地方自治体の事務を代執行する国内初の事例

となる。軟弱地盤が広がる大浦湾側の工事が近く始ま

り、重大局面を迎える。（沖縄タイムス12月20日） 

■辺野古埋め立て代執行 歴史に刻まれる愚 

 地方自治を根底から覆す暴挙だ。ここまで地方の権

限を無視し、民意を押しつぶす政権があっただろうか。 

 名護市辺野古の新基地建設を巡り、斉藤鉄夫国土交

通相が沖縄県に代わって軟弱地盤改良の設計変更を承

認した。国が地方自治体の事務を代執行した初の事例。 

 代執行訴訟で福岡高裁那覇支部は県に対して承認す

るよう命じていた。今回の代執行は、県が命令に従わ

なかったために実行された。裁判所の判決は、国と地

方自治体は対等だとした地方自治の原則にもとるもの

だ。権力の集中と乱用を防ぐはずの三権分立が機能不

全に陥っていることこそ憂うべき事態だ。 

 代執行に対し、玉城デニー知事は「国策の名の下に、

代執行という国家権力によって、選挙で沖縄県民の負

託を受けた知事の処分権限を一方的に奪うことは、多

くの県民の民意を踏みにじり、憲法で定められた地方

自治の本旨をないがしろにするものであり、誠に遺憾

だ」と述べた。地方自治の本旨は、地域の行政が直面

する政治的課題などについて住民の意思を尊重しなが

ら解決を図ることだ。 

 沖縄は戦後、米軍基地に絡む事件事故、爆音、環境

汚染など、深刻な人権侵害にさいなまれてきた。その

上、民意を踏みにじって政府が強行する辺野古新基地

建設計画は合理性に乏しい愚策である。 

 新基地建設の強行に対する県民の反発は、これ以上

の負担を押しつけられることに対する当然の抵抗であ

る。2019年の県民投票で約7割が新基地に反対した結

果にも反映された。こうした県民の思いをくんで玉城

知事は設計変更を承認しなかった。(略)中国脅威論な

どを背景にした軍備増強を求める声が政府の強硬姿勢

を支えている。だが軍備増強の行き着く先を私たちは

沖縄戦の教訓で知っている。歴史に刻まれた代執行の

愚行に対し、毅然と民意を示し続けなければならない。   

（琉球新報・社説12月29日） 
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■前例なき埋め立て 対話が唯一の解決策だ 

 1996年4月12日。本社編集局のテレビの前で、固

唾をのんで発表を待っていた記者たちから、一斉に歓

声が上がった。橋本龍太郎首相とモンデール駐日米大

使が記者会見し、米軍普天間飛行場の「5～7年内」の

移設条件付き返還を発表したのである。歴史が動いた

という実感とともに、疑問や懸念が頭をよぎった。さ

まざまな条件が付いていたからだ。 

 あれから 28 年になる。移設計画は着地点が見いだ

せないまま漂流し続けた。2006年に日米が現行「Ｖ字

形滑走路案」に合意した後も、民主党政権の下で混迷

を深めた。安倍政権になって強硬一点張り路線が県民

の激しい反発を招き、対話による解決は遠のいた。 

 そして政府は代執行という前例のない手段を行使し、

今月10日、ついに大浦湾側の地盤改良・埋め立て工事

に着手した。深刻なのは、司法の判断に従って地方自

治法に基づいて粛々と進めているだけだという理解が、

政府自民党やその周辺を覆い尽くしていることだ。（略） 

抑止力の維持と沖縄の負担軽減。政府はこれまで、事

あるごとにこの二つを強調してきた。（略）一体、何の

ための、誰のための事業なのか。「軍事合理性」「民意」

「自治」「環境への影響」「完成時期」－多くの点で疑

問符が付く。名護市辺野古の新基地建設は今や、明確

な目的を見失ってしまった。（略） 

 16年6月、国地方係争処理委員会は国土交通相の是

正の指示について、違法か否かの判断をしなかった。

その代わり、普天間返還という共通の目的の実現に向

け、国と県が「真摯に協議するべきである」との見解

をまとめた。この精神を生かすため、代執行による埋

め立てをいったん中断し、国と県で検証委員会を設け、

解決策を探るべきである。それが最もまっとうな道だ。 

（沖縄タイムス・社説1月12日） 
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陸上自衛隊による集団参拝に抗議し、再発の防止を求めます。 
 

1 月 9 日、陸上自衛隊小林弘樹幕僚副長ら陸上自衛隊員が組織として集団で靖国神社に参拝しました。事前

に実施計画が作成され、公用車を使用し、各部隊担当を通して 1 人 2000 円ずつ玉串料を徴収し奉納したこと

は、宗教施設への部隊での参拝や部員に参加共生を禁じた事務次官通達違反であるばかりでなく、憲法 20 条

「政教分離」違反であり、抗議するとともに、再発の防止を強く求めます。 

 かつて私たちの国は、アジアへの侵略により、大きな被害を与えてきました。戦争の時代、学校で、「国のた

めに命を捨てる」ことを教え、「神社は宗教にあらず」との詭弁により、宗教を通しても、侵略の正当性を広め

ることを強要してきました。特に靖国神社は、戦死者を「英霊」とよび、「死んで靖国で会おう」と、若者を戦

地へ駆り立てる戦争遂行のための重要な役割を果たしてきました。このような歴史から、靖国神社はアジアに

おいて「軍国主義のシンボル」と見られています。 

 私たち日本バプテスト連盟は、戦中、日本の侵略戦争に加担してきたことを深く反省し、再び日本が戦争を

行うことのないように祈り、靖国神社が国家のために使われることに反対をしてきました。 

 政府が、沖縄を中心に自衛隊基地を拡充し、巨額な防衛費を計上している現在、陸上自衛隊が組織として靖

国神社参拝を行ったことは、新しい「英霊」を生み出すことにつながると考えます。 

 日本国憲法前文には次のようにあります。 

「日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであって、平和

を愛する諸国民の公正と信義を信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは平和を維持

し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めている国際社会において、名誉ある地位を占

めたいと思う。われらは全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免れ、平和の内に生存する権利を有するこ

とを確認する。」 

 私たちは、自衛隊員が戦死者を「英霊」と称えることを望みません。そして、軍備を拡充し、新たな「英霊」

を生み出すことを望みません。 

2024年1月16日 

日本バプテスト連盟 

靖国神社問題特別委員会 


